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陸海空の豊かな自然と、リアス海岸に見られる美しい多島風景を
モチーフに「80」をデザイン。 
更に、望遠鏡を覗いて発見した景色というイメージを「0」の中に
表現し、小中学生にワクワク感や冒険心を想起させるようなデザ
インを目指しました。 
今回の80周年記念事業におけるシンボルとして、さまざまな広報
媒体で活用していく予定です。

ロゴマーク及び80周年記念事業のPR大使について

伊勢志摩国立公園指定80周年記念事業   
ロゴマーク
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伊勢志摩国立公園指定80周年記念事業   
PR大使 ラッコのメイちゃん

その愛くるしい姿から、鳥羽水族館のアイドルとして知られる
ラッコのメイちゃんが、80周年を記念して伊勢志摩国立公園のPR
大使に就任しました。 
今回の80周年記念事業において、名探偵に扮したメイちゃんが、 
地域の魅力を幅広く紹介する伊勢志摩ナビゲーターを務めます。

子供たちが真似して描ける！シンプルで可愛らしい、伊勢志摩
と次世代をつなぐ、80周年PR大使・伊勢志摩ナビゲーター  

デザインコンセプト
伊勢志摩国立公園の豊かな自然を、望遠鏡を覗いて発見！
デザインコンセプト
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ポスターのデザインコンセプト
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モチーフ①：海女 モチーフ②：伊勢海老(御食国) モチーフ③：伊勢神宮と宮域林 モチーフ④：英虞湾の多島風景

デザインに共通して用いた曲線の模様は、角度や色の変化をつけることで、海・島・山並みと見え方自体も様々に変わります。これは、森林を中心と
する内陸エリアと、リアス海岸が連なる海沿いエリアという、異なる自然環境が一体となって、伊勢志摩国立公園が構成されることを表現しています。

曲線模様に込めた想い

幅広い環境に掲出され、多くの人の目に触れるポスターにおいて重要なのは、一目で伊勢志摩であることが伝わり、見た人の記憶に強い印象を残せる 
ビジュアル表現です。そこで今回、伊勢志摩国立公園を象徴する4つのモチーフを現代アート風にグラフィック化することで、その意外性と視覚的なイ
ンパクトから、80周年記念事業への認知を拡大できるデザインのポスターを4種類作成しました。
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ポスターのキャッチコピーについて

海女のまちへ、ようこそ。
日本で最も多くの海女が暮らす鳥羽市と
志摩市。多様な海洋生物が息づく伊勢志
摩の浅瀬は「海のゆりかご」とも呼ば
れ、素潜りによる海女漁が、いまなお盛
んに行われています。 
ウニやアワビ、サザエなど、豊かな海産
物を獲ることはもちろん、その恵みを未
来へ守り継いでいくことも、海女が担う
役割のひとつ。「獲りすぎない、海をあ
るがままに」。そんな想いを胸に、彼女
たちは今日も海に潜ります。

海の恵みは、祈りの中に。

遡ること飛鳥・奈良時代。「御食国」と
み けつくに

して知られるこの地では、豊かな自然が
育む海の幸を、朝廷や伊勢神宮に献上す
ることが、古くからの習わしでした。 
そんな「神に捧げられた食物」の数々は
現在に至るまで、地域の暮らしを支え、
訪れる人々を魅了し続けています。中で
も、伊勢えびはこの地域を象徴する海産
物のひとつ。その剛健で堂々たる姿とは
裏腹に、上品な甘さと旨みが凝縮された
逸品です。

神宮の森に、耳をすませて。

内宮を取り囲むように生い茂る、約
5,500ヘクタールもの広大な森林。それ
は「宮域林」と呼ばれ、今から1300年以
上前、第1回式年遷宮で、社殿を造り替
えるためのヒノキを伐り出した神聖なる
森です。 
時は流れ、安定した木材の供給が難しく
なった宮域林に、新たなヒノキが200年
計画のもと育ち始めています。いつの日
か、再び式年遷宮に用いられ、未来永劫
その営みを絶やさぬよう、この森は悠久
の時を刻み続けます。

リアス海岸が紡ぐ、人と海の物語。
横山展望台から望む「英虞湾」をはじ
め、リアス海岸の美しい眺めは、伊勢志
摩国立公園を代表する風景として、訪れ
る人々に深い印象を与えます。湾に浮か
ぶ養殖いかだや、行き交う小型の船舶。
そこには、美しいだけではない「人の営
み」が確かに存在しています。 
この景色を後世に残していくために、そ
して、人と自然が共存し続けていくため
に。私たち一人ひとりにできることを、
80周年の節目に考えはじめませんか。
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